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中湖委員長 それでは、本日の議案等、概要説明をお願いします。 

 

教育長 本日の議案等につきまして、概要を説明します。議案第２号 平成 

２４年度津市一般会計補正予算（第７号）＜教委所管分＞について、第３号 平 

成２５年度津市一般会計予算＜教委所管分＞について、第４号 平成２５年度 

教育方針について、第５号 津市立学校設置条例の一部の改正について、第６ 

号 津市就学指導委員会条例の一部の改正について、第７号 津市郷土資料館 

の設置及び管理に関する条例施行規則の一部の改正について、６件の議案につ 

いて、御審議をお願いします。詳しい内容につきましては、担当課長から説明 

させていただきますので、宜しくお願いします。 

 

中湖委員長 それでは、本日の議案は、議案第２号から議案第７号までの議案

６件です。議案第２号から議案第６号につきましては、津市教育委員会会議規

則第１６条第１項第２号及び第４号の規定に該当するため非公開としたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 それでは、議案第２号から議案第６号につきましては、非公開と 

決定します。 

  

議案第２号 平成２４年度津市一般会計補正予算（第７号）＜教委所管分＞に 

ついて 

議案第２号 非公開で開催 

議案第２号 原案可決 

 

議案第３号 平成２５年度津市一般会計予算＜教委所管分＞について 

議案第３号 非公開で開催 

議案第３号 原案可決 

 

議案第４号 平成２５年度教育方針について 

議案第４号 非公開で開催 

議案第４号 原案可決 

 

議案第５号 津市立学校設置条例の一部の改正について 

議案第５号 非公開で開催 



議案第５号 原案可決 

 

議案第６号 津市就学指導委員会条例の一部の改正について 

議案第６号 非公開で開催 

議案第６号 原案可決 

 

中湖委員長 それでは、議事に入ります。 議案第７号、津市郷土資料館の設 

置及び管理に関する条例施行規則の一部の改正について、事務局から説明をお 

願いします。 

 生涯学習・津城跡整備活用推進担当参事 

 

生涯学習・津城跡整備活用推進担当参事 第７号 津市郷土資料館の設置及び 

管理に関する条例施行規則の一部の改正について、説明させていただきます。 

この議案は、津市香良洲歴史資料館及び、津市美杉ふるさと資料館の２館の入 

館料が無料とすることをこの会議で決めていただきまして、議会の方でも改正 

されたところでございますが、それに伴う関係の施行規則の改正を行うもので 

ございます。資料３ページを御覧ください。新旧対照表に改正後と現行のとこ 

ろを書かさせていただいております。トータルの内容といたしましては、条文 

の整理と様式の整理のこの２点でございます。以上で説明を終わります。宜し 

く御審議のほどお願いします。なお、余分ですがこちらに、香良洲歴史資料館 

リニューアル後、４月にリニューアルして１月末まで約１０か月なんですが入 

館者は４，７２０人と今現状で新しくなって増えておるところでございまして、 

これはもう、ここ３年間よりもはるかに多くなっておる状況でございます。こ 

うしたことで、まだ今は無料ではございませんので、無料になって数字が伸び 

るように頑張っていきたいと考えております。ちなみに３月２９、３０、３１ 

日の３日間は、まだ条例施行はされておりませんが、香良洲のお木曳きがある 

関係で、無料とする予定でありまして、更なる入場者を増やしたいと考えてお 

ります。以上です。 

 

中湖委員長 ありがとうございました。説明は以上ですが、御質問等ございま

せんか。 

 

石井委員 確認させてください。６ページの現行と改正後の申請書ですが、申 

請書の下から３行目の、「故意又は過失により」のところで、「修理又は補 

充に要する費用を負担いたします。」というふうに書かれています。この負担 

は全額負担ですか。 



 

生涯学習・津城跡整備活用推進担当参事 これは、必要分を負担していただく 

ということです。 

 

石井委員 全額負担ですか。 

 

生涯学習・津城跡整備活用推進担当参事 はい。 

 

中湖委員長 他に御質問ございませんでしょうか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 ご異議なきようですので、議案第７号 津市郷土資料館の設置及 

び管理に関する条例施行規則の一部の改正について、原案どおり承認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中湖委員長 それでは、議事に入ります。議案第２号、平成２４年度津市一般

会計補正予算（第７号）＜教委所管分＞について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 教育総務担当参事 

 

教育総務担当参事 議案第２号 平成２４年度津市一般会計補正予算（第７号）

＜教委所管分＞について、説明させていたただきます。資料の１ページを御覧

ください。第１条は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億９，０６

１万９千円を減額し、歳入歳出の総額を９７億３４万３千円としようとするも

のです。 

資料の５ページを御覧ください。第１０款 教育費、第１項 教育総務費 第

２目の事務局費は、事務局管理事業２１万２千円の減額計上で、通学区域審議

会委員報酬及び費用弁償の実績見込みによる減です。第３目の教育振興費は、

９４０万５千円の減額計上で、通学通園対策事業８２５万１千円の減額は、芸

濃地域のスクールバス運行業務委託料及び、美杉地域のスクールバス購入費の

入札差金による減などで、教育総合支援事業３９万１千円の減額は、学校図書

館蔵書データベース化事業の備品購入費の入札差金による減などで、人権教育

関係事業７６万３千円の減額は、広報紙発行にかかる印刷製本費の実績見込み

による減などです。第５目の給食センター費は、給食センター管理運営事業１，

９００万円の減額計上で、中央学校給食センターにかかる施設改修工事費の入

札差金による減です。 

資料の６ページを御覧ください。第２項 小学校費 第１目の学校管理費は、

２億２，８０５万６千円の減額計上で、学校施設維持補修事業２億２，７００

万円の減額は、小学校施設改修工事にかかる実施設計業務委託料及び改修工事

費の入札差金による減で、学校保健管理事業１０５万６千円の減額は、教職員

健康診断等にかかる手数料及び児童の健康診断委託料の実績見込みによる減で

す。第２目の教育振興費は、２１１万９千円の増額計上で、就学援助事業４６

６万９千円は、就学援助費及び特別支援教育就学奨励費にかかる対象者の増に

よる扶助費で、教育指導活動支援事業２５５万円の減額計上は、教育用及び教

職員用コンピュータの機器借上料の入札差金による減です。 

第３項 中学校費 第１目の学校管理費は、８，４９０万円の減額計上で、

学校施設維持補修事業８，４６０万円の減額は、中学校施設改修工事にかかる

実施設計業務委託料及び改修工事費の入札差金による減で、学校保健管理事業

３０万円の減額は、教職員健康診断等にかかる手数料の実績見込みによる減で

す。第２目の教育振興費は、２２２万８千円の増額計上で、就学援助事業４０

８万９千円は、就学援助費及び特別支援教育就学奨励費にかかる対象者の増に

よる扶助費で、教育指導活動支援事業１８６万 1 千円の減額計上は、武道必修

化の整備にかかる入札差金による消耗品費の減、教育用及び教職員用コンピュ

ータの機器借上料の入札差金による減です。 

７ページを御覧ください。第４項 幼稚園費 第１目の幼稚園費は、３４０

万円の減額計上で、私立幼稚園援助事業３００万円の減額は、私立幼稚園就園



奨励費補助金の実績見込みによる減、教育研究推進事業４０万円の減額は、幼

保一体化事業推進にかかるそれぞれの事業費の実績見込みによる減です。 

第５項 社会教育費 第１目の社会教育総務費は、７６４万１千円の減額計

上で、生涯学習振興事業３４１万７千円の減額は、絵本コンクールの実施にか

かる印刷製本費の実績による減、多気体育館耐震補強工事の入札差金による減

などです。青尐年対策事業２８万９千円の減額は、中央指導委員謝金の実績見

込みによる報償費の減などで、青尐年センター管理運営事業２３万９千円の減

額は、青尐年センターの津センターパレス賃借に係る共益費の実績見込みによ

る減などです。８ページを御覧ください。放課後児童健全育成事業３４９万６

千円の減額は、放課後児童クラブ新築工事にかかる実施設計業務委託料の入札

差金による減が主なもので、成人式関係事業１０万円の減額は、会場借上料の

実績による減で、人権教育関係事業１０万円の減額は、講師謝金の実績による

減です。第２目の教育集会所費は、教育集会所管理運営事業４６５万５千円の

減額計上で、梅ケ広教育集会所解体工事にかかる工事請負費の入札差金による

減が主なものです。第３目の公民館費は、２，３５６万円の減額計上で、公民

館管理運営事業１，９６６万円の減額は、公民館施設改修工事に係る工事請負

費の入札差金による減、公民館施設用備品に係る備品購入費の入札差金による

減などで、公民館講座等関係事業３９０万円の減額は、公民館講座講師謝金の

実績見込みによる報償費の減、公民館事業バス運行業務委託料に係る入札差金

による減などです。 

第４目の図書館費は、１，２７３万円の減額計上で、図書館管理運営事業８

７５万円の減額は、施設等維持管理業務委託料の実績見込みによる減、河芸図

書館空調設備改修工事にかかる工事請負費の入札差金による減などで、図書館

活動事業３９８万円の減額は、資料の９ページを御覧ください。図書資料運搬

業務委託料の実績見込みによる減、電算機器借上料の実績見込みによる減など

です。 

第５目の文化財保護費は、１４０万７千円の減額計上で、文化財保護関係事

業７３万６千円の減額は、歴史資料等にかかる印刷製本費の実績見込みによる

減などで、埋蔵文化財保護関係事業３７万３千円の減額は、事業用備品購入費

の実績見込みによる減などで、資料館等管理運営事業２９万８千円の減額は、

香良洲資料館維持管理委託料及び白山郷土資料館耐震補強計画策定業務委託料

にかかる入札差金による減です。以上で説明を終わります。以上で説明を終わ

ります。宜しく御審議のほどお願いします。 

 

中湖委員長 ありがとうございました。説明は以上ですが、御質問等ございま

せんか。 

 

坪井委員 減額補正ということですが、実績見込みによる減額ということで、

減額自体とてもいいことですが、逆にいうと、当初の見込みが甘いということ

を問われないですか。 

 



教育総務担当参事 当初予算は１０月から予算編成しており、実際に翌年の４

月から予算が執行される中で、半年の間に、いろいろな要因で増減があります。

どうしても見込みの誤差も出てきます。 

 

中湖委員長 他に御質問ございませんでしょうか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 ご異議なきようですので、議案第２号 平成２４年度津市一般会 

計補正予算（第７号）＜教委所管分＞について、原案どおり承認します。 

 

中湖委員長 それでは、次に、議案第３号、平成２５年度津市一般会計予算＜

教委所管分＞について、事務局から説明をお願いします。 

 教育総務担当参事 

 

教育総務担当参事 議案第３号、平成２５年度津市一般会計予算＜教委所管分

＞について、説明させていただきます。 

資料の５ページを御覧ください。歳出 第１０款 教育費、第１項 教育総

務費、第１目の教育委員会費は、教育委員会関係事業５０９万２千円の計上で、

６ページにかけまして、教育委員会委員の報酬をはじめ、三重県市町教育委員

会連絡協議会負担金などです。 

次に、第２目の事務局費は、１０億６，３５７万５千円の計上で、一般職給

８億７，１３８万４千円は、職員８９名分の給料、職員手当等の人件費で、事

務局管理事業１億９，２１９万１千円は、臨時職員の事業主負担分の社会保険

料、事務用消耗品費、７ページにかけまして、津市学校給食協会補助金などで

す。 

第３目の教育振興費は５億５，５１０万２千円の計上で、教育振興事務事業

４，７８２万２千円は、津市学校教育ネットワークの運用に係る役務費及び機

器借上料、クラブ振興活動補助金などで、通学通園対策事業８，４０４万円は、

スクールバス運行委託料、一志地域小学校再編に伴うスクールバス購入に係る

車両購入費、遠距離通学費補助金などで、健康教育推進事業２５８万５千円は、

８ページにかけまして、学校給食献立用ソフト使用料などです。教育総合支援

事業３億７，５４６万５千円は、児童生徒の学習支援等のために配置する臨時

職員等の賃金及び報償金、学校図書館いきいき推進事業用の消耗品費、輝きプ

ロジェクトの輝く学校づくり推進事業に係る委託料などで、教育研究推進事業

８１５万８千円は、キャリア教育推進事業に係る講師謝金などの報償費、全国

学力学習調査活用事業に係る委託料などです。人権教育関係事業３，７０３万

２千円は、外国人児童生徒通訳等巡回担当員の賃金、９ページにかけまして、

津市人権・同和教育研究協議会補助金などです。 



第４目の教育研究所費は４，１２０万３千円の計上で、一般職給２，０３３

万８千円は、職員２名分の給料、職員手当等の人件費で、教育研究所管理運営

事業１，４０６万８千円は、教育相談員に係る賃金、教育活動指導研究委託料

などで、教育支援センター事業６７９万７千円は、教育支援センター指導員賃

金をはじめ、１０ページにかけまして、教育支援センター運営にかかる経費の

計上です。 

第５目の給食センター費は３億３，７４７万８千円の計上で、一般職給６，

４４９万８千円は、職員１０名分の給料、職員手当等の人件費で、給食センタ

ー管理運営事業２億７，２９８万円は、給食センターの臨時給食調理員等にか

かる賃金、給食センター管理運営に係る需用費、中央学校給食センターの調理・

配送等業務委託料、１１ページにかけまして、一志学校給食センターボイラー

改修工事費などです。 

続きまして、第２項 小学校費、第１目の学校管理費は３０億８，１９８万

３千円の計上で、一般職給７億６，２０８万９千円は、職員１０６名分の給料、

職員手当等の人件費で、学校職員関係事業６０万６千円は、修学旅行等引率補

助金が主なもので、学校管理運営事業６億２，５００万３千円は、調理員及び

用務員などの臨時職員賃金、学校の管理運営に係る需用費、１２ページにかけ

まして、屋外体育用具遊具保守点検及び学校警備などの委託料、各種管理用の

備品購入費などで、学校施設維持補修事業１４億９，０７２万７千円は、校舎

等の施設修繕料、学校施設維持管理委託料、学校施設維持補修に係る工事請負

費などです。学校保健管理事業１億１，６９２万２千円は、学校医、学校歯科

医及び学校薬剤師報酬、各種検診等手数料、就学時健康診断などの委託料、独

立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済掛金納付金及び、１３ページに

かけまして、災害共済給付見舞金などで、学校給食事業８，６６３万６千円は、

給食用の需用費、備品購入費などです。 

第２目の教育振興費は４億２，４１８万４千円の計上で、就学援助事業９，

８９６万５千円は、経済的理由により就学困難と認められる児童に係る扶助費

です。教育指導活動支援事業３億１，７７９万１千円は、教師用教科書・指導

書及び教科教材用消耗品費、教職員用及び教育用コンピュータ借上料、屋外遊

具や教材などの備品購入費などで、教育研究推進事業６６３万３千円は、輝き

プロジェクト特色ある学校づくり推進事業にかかる委託料などで、人権教育推

進事業７９万５千円は、人権学習推進事業の講師謝金に係る報償金などです。

１４ページを御覧ください。続きまして、第３項 中学校費でございます。第

１目の学校管理費は、１２億６，５６５万５千円の計上で、一般職給２億２，

９５９万円は、職員３０名分の給料、職員手当等の人件費で、学校職員関係事

業１５９万１千円は、修学旅行等引率補助金が主なもので、学校管理運営事業

２億７，８５３万８千円は、調理員及び用務員などの臨時職員賃金、学校の管

理運営に係る需用費、屋外体育用具遊具保守点検及び学校警備などの委託料、

各種管理用の備品購入費などです。学校施設維持補修事業６億７，８４９万８

千円は、１５ページにかけまして、校舎等の施設修繕料、学校施設維持管理委

託料、学校施設維持補修に係る工事請負費などで、学校保健管理事業６，０７

０万１千円は、学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の報酬、各種検診等手数料、



眼科・耳鼻科検診などの委託料、独立行政法人日本スポーツ振興センター災害

共済掛金納付金及び災害共済給付見舞金などで、学校給食事業１，６７３万７

千円は、給食用の需用費、備品購入費などです。１６ページを御覧ください。 

第２目の教育振興費は２億８，６５２万８千円の計上で、就学援助事業９，

４１６万１千円は、経済的理由により就学困難と認められる生徒に係る扶助費

です。教育指導活動支援事業１億８，７９３万９千円は、教師用教科書・指導

書及び教科教材用消耗品費、教職員用及び教育用コンピュータ借上料、屋外体

育用具や教材などの備品購入費などで、教育研究推進事業４０２万８千円は、

輝きプロジェクト特色ある学校づくり推進事業にかかる委託料などで、人権教

育推進事業４０万円は、人権学習推進事業の講師謝金に係る報償金です。続き

まして第４項 幼稚園費です。第１目の幼稚園費は１６億６，８５７万１千円

の計上で、一般職給１１億８，１９３万４千円は、１７ページにかけまして、

職員１３９名分の給料、職員手当等の人件費で、幼稚園職員関係事業１３３万

４千円は、職員の自家用車の公用使用に伴う使用料などで、幼稚園管理運営事

業２億７，６７２万円は、幼稚園教諭などの臨時職員賃金、幼稚園の管理運営

に係る需用費、屋外遊具保守点検及び幼稚園警備などの委託料、各種管理用の

備品購入費などです。幼稚園施設維持補修事業５，１４８万６千円は、１８ペ

ージにかけまして、園舎等の施設修繕料、幼稚園施設維持管理委託料、幼稚園

施設維持補修に係る工事請負費などです。幼稚園保健管理事業３，０９７万９

千円は、幼稚園医、幼稚園歯科医及び幼稚園薬剤師の報酬、各種検診等手数料、

眼科・耳鼻科検診などの委託料、独立行政法人日本スポーツ振興センター災害

共済掛金納付金及び災害共済給付見舞金などで、幼稚園給食事業２４７万６千

円は、幼稚園給食の運営に係る需用費などが主なものです。教育指導活動支援

事業１，０４８万５千円は、教材用消耗品費、屋外遊具及び保育用などの備品

購入費などで、私立幼稚園援助事業１億１，０３８万５千円は、私立幼稚園就

園奨励費補助金などです。１９ページを御覧ください。教育研究推進事業２１

１万７千円は、ゲストティチャー等の講師謝金にかかる報償費、教育研究用消

耗品費などで、人権教育推進事業６５万５千円は、人権学習推進にかかる講師

の報償金、人権啓発幼児用図書購入の消耗品費などです。 

続きまして、第５項 社会教育費です。第１目の社会教育総務費は７億４，

８９３万３千円の計上で、一般職給３億１，２７１万８千円は、２０ページに

かけまして、職員３４人分の給料、職員手当等の人件費で、生涯学習振興事業

５，４１０万２千円は、学校体育施設開放にかかる施設修繕料、学校体育施設

開放業務委託料、生涯学習施設耐震補強工事費、津市社会教育振興会への補助

金などです。青尐年対策事業３，９８９万２千円は、青尐年センター相談員報

酬、青尐年センター管理運営に係る需用費、２１ページにかけまして、地区青

尐年育成活動及び津市子ども会育成者連合会等の補助金などです。放課後児童

健全育成事業３億１，６０６万２千円は、放課後児童クラブ施設修繕料、放課

後児童クラブ施設維持管理委託料、放課後児童クラブ新築にかかる工事請負費、

放課後児童クラブ運営補助金などで、成人式関係事業３３９万１千円は、成人

式会場借上料、成人式実行委員会負担金などで、人権教育関係事業２，２７６

万８千円は、人権教育指導員の報酬、人権教育サポーターに係る賃金、人権教



育講演会などの講師謝金にかかる報償費などです。２２ページを御覧ください。

第２目の教育集会所費は、教育集会所管理運営事業として３，３９２万４千円

の計上で、教育集会所に係る臨時職員賃金、教育集会所管理運営に係る需用費

などです。第３目の公民館費は９億５，８２６万２千円の計上で、一般職給５，

５０１万３千円は、２３ページにかけまして、職員６名分の給料、職員手当等

の人件費で、公民館管理運営事業８億４，４４７万２千円は、公民館長及び公

民館主事報酬、臨時職員賃金、公民館施設管理運営に係る需用費、公民館改修

にかかる工事請負費、中央公民館整備に係る公有財産購入費などで、公民館講

座等関係事業５，８７７万７千円は、各種講座の講師謝金にかかる報償費、２

４ページにかけまして、公民館事業バス運行業務委託料などです。第４目の図

書館費は３億５，８６０万３千円の計上で、一般職給１億３，５３０万３千円

は、職員１６名分の給料、職員手当等の人件費で、図書館管理運営事業１億１，

１６０万６千円は、図書館司書補佐などの臨時職員賃金、図書館管理運営に係

る需用費などです。２５ページを御覧ください。図書館活動事業１億１，１６

９万４千円は、図書及び視聴覚資料購入にかかる消耗品費、図書館情報システ

ムサポート委託料、事務用機器借上料などです。第５目の文化財保護費は７，

４２４万９千円の計上で、文化財保護関係事業２，５５３万２千円は、文化財

施設維持管理委託料、文化施設等駐車場用地の土地借上料、文化財保護事業補

助金などです。埋蔵文化財保護関係事業２，７３１万８千円は、埋蔵文化財調

査補助員などの臨時職員賃金、２６ページにかけまして、埋蔵文化財センター

管理に係る需用費、多気北畠氏遺跡発掘調査にかかる委託料などで、資料館等

管理運営事業２，１３９万９千円は、資料館の臨時職員賃金、資料館等管理運

営にかかる需用費、資料館等指定管理委託料などです。 

以上で説明を終わります。宜しく御審議のほどお願いします 

 

中湖委員長 ありがとうございました。説明は以上ですが、御質問等ございま

せんか。 

 

石井委員 ２０ページの社会教育費の中で、２７番の公課費の４番青尐年対策

事業でですね、予算が昨年度の倍近く多くなっているんですけれども、これを

もう尐し詳しい説明をお伺いしてもよろしいでしょうか。 

 

中湖委員長 教育総務担当参事お願いします。 

 

教育総務課 この青尐年対策事業につきましては、平成２４年度は、青尐年対

策事業と、もうひとつ青尐年センター管理運営事業とふたつ事業がございまし

て、内容的には、そんなに差がない事業でございましたので、平成２５年度予

算計上につきましては、青尐年対策事業の方へ青尐年センター管理運営事業を

統合させていただいた関係で、予算書上は大きく予算が増額したような結果に



なっております。事業の統廃合の関係での予算計上の、そこでの数字の差が出

てしまった関係でございます。 

 

坪井委員 この一般会計の当初予算と教育方針とは多分連動している話だと思

うので、当初予算だけを見てどうのこうのと言うのは難しいかなと思うのです

が、今回は、８．３パーセント増ということで、全体としては増なんですけれ

ど、特徴としては施設維持費といったものに、どちらかというと若干重点が置

かれて、教育の施策というか質の部分というのが若干減額になっているように

読ませていただきました。それで、教育方針に戻ってしまうのですが、例を挙

げると、輝きプロジェクト事業を尐し変化させつつ、小中一貫教育の事業とい

ったようなことも書いてありますが、そのあたりの予算はどうなっているのか。

お金をつければ、全ていいというわけではないですが、施策を進める上での裏

付けはどうなっているのか。それから、放課後支援は読んでいると、なるほど

放課後支援はこちらの予算が計上されているなというのと、青尐年関連の事業

は、今年倍増になっていたので、今回のいじめとか体罰等々に関わったという

ことで書いてありましたので、そういったことへの予算かなと思うとそうでは

なくて事業費の組み換えということでしたので、そことの裏付け的なのがどう

いうふうになっているのか。 

 

教育総務担当参事 ２４年度の予算額と比べますと、８．３パーセント増とい

うことで、施設維持費の主なものとして、一志地域の小学校の再編に伴う校舎

等の改修工事、またトイレの快適化計画を行っております。その分、工事費の

増の要因となっております。あとの事業については、各担当課から説明させて

いただきます。 

 

教育研究支援課長 ソフト面での事業の方の予算ですけれども、大きく変化は

ないです。申し訳ないです。実は輝きプロジェクトが３年目を迎えますので、

輝きプロジェクトの二階部分といって、学校の特色をさらに伸ばしていく部分

については、７百何万の部分は、変わりありません。３年目になって最後の年

かなと思っていますので、同じ事業費で行います。最後の年で、どの学校にも

地域連携の仕組みづくりができるように支援して参りたいと考えています。一

階部分の、特色ある学校づくり推進事業、合併前からずっとあった事業ですけ

れども、それについては各校でずっとありますけれども、このあたりは、地域

連携の仕組みをしっかり最終年度として整えるということで、さらに、縦の連

携の小中一貫教育につきましては、来年度１年間しっかり準備をするというこ

とで、保幼小中生きる力育成ネットワーク事業、各中学校区に委託費として払



う予算で、今年はしっかり計画を練っていただいて、中学校区で目指す子ども

像をしっかり共有いただいて、２６年度には何らかの形で予算化をしていかな

くてはならないと考えていますが、２５年度につきましては、予算というのは

ありません。また、いじめ対策につきましても、スマイルハートサポーターの

増員等考えていたんですけれども、ちょっとそのあたりがうまくいかずに、実

は、県のスクールカウンセラーの配置事業が拡大されるということを聞いてお

りますので、そこを活用したり、青尐年センターの相談員さんたちが、各学校

でも相談できるという体制を年度途中に整え、そのあたりで予算は新たな増額

というにはなっておりません。 

 

中湖委員長 他に御質問ございませんか。 

 

坪井委員 私も、全て予算をつければいいというわけでもないし、やはり知恵

を絞りながら、限られた予算の中で実施していくことが、これからの行政に与

えられたことだと思います。ただ、教育方針の中で「教育方針並びに予算説明

書」と書いてあるので、ある程度の裏付け予算があると、方針でも高らかにあ

る程度言えるんですが、裏付けがない中では、この文書の表現も若干変わって

くるのではないかと思います。逆に教育方針を作成する側の、作る側の者とし

てそういうことを感じましたので、これから、教育方針の検討に入る時にどこ

まで踏み込んで言っていいのかということにもなるのではないかと思い感想を

述べさせていただきました。 

 

中湖委員長 坪井委員とよく似たことになるかもしれませんが、予算計上の編

成については、大変ご苦労いただいたと思うんですが、今年のこの予算でです

ね、目玉予算というのは、去年、また一昨年はないんやと、今年はこれだけに

すごく予算計上したというのは、ないのですか。例年通りの予算ですか。 

 

教育総務担当参事 先程も予算内容について、お話させていただきましたけれ

ども、統廃合による、高岡小学校の校舎の整備関係、それから修繕関係が盛り

込まれていることと、トイレ快適化計画については、今年度、設計委託の費用

を補正予算で計上しましたが、実際には新年から改修工事にかかります。その

ことから工事費が増額予算となっております。 

 

中湖委員長 目玉予算というよりは、どうしても予算計上せんならんというこ

とですね。 

 



教育次長 どうしてもというよりも、これまでなかなか施設整備は認めにくか

った、今説明ありましたように、小学校の一志地域の合併、統廃合に伴う校舎

整備であるとかこれは委員長言われたように、しなければならないことなので

すが、その他の大規模改修の工事に関わっての予算であるとか、それから、先

程も申しましたトイレ洋式化に伴う予算とか、学校の給食設備の工事だとか、

それから、放課後児童クラブにつきましては、香良洲、南が丘小学校、河芸の

千里ヶ丘のこれまで課題となっていた方向性がちょっとはっきり定まっていな

かったようなところも今回整理させていただいて予算がついたということで、

そういったことで、どうしても金額的にですね施設整備につきましては、大き

いということもございまして、今年度どちらかというとソフト事業よりも、ハ

ード事業の方に力点が入ったかなというような感想です。 

 

中湖委員長 他に御質問ございませんか。 

 

松本委員 ちょっと細かいことを伺いたいんですが、１３ページの教育振興費

の２番、教育指導活動支援事業というところで、小学校用で減額、これは先生

方の教材とか伺ったんですが、その減額と１６ページの中学校の方も同じ費目

だと思うんですけれども、教育振興費の２番教育指導活動支援事業の減額を比

べてみると、中学校の方がかなり多いように見えるんですけれども、先生方の

数からすると、中学校の先生の方が尐ないかなと思うんですが、年によってか

なり変動があるものなんでしょうか。教科書改訂されたときは、新しく先生方

の教材とかも必要になるけれども、それが済むと減るのか。細かいですけれど

も、その辺の変動の理由といいますか、中学校と小学校の差が出ることについ

て。 

 

中湖委員長 教育研究支援課長 

 

教育研究支援課長 平成２４年度は、中学校の教科書改訂の年でしたので、大

量に新しい教科書、教師用の指導用の指導書、それから教科書を購入しました

ので、大変な額になっていましたが、２５年度はクラス数の増分とか新たに、

尐人数教育をする学級の分ですとか、ていう、ちょっとした増減のあるところ

だけ、予算を盛るという形になっていますので、かなりの減額になっておりま

す。その前の年の小学校費の教科書改訂でしたので、そこでは小学校費の教科

書の分がかなりの増額になっています。 

 

松本委員 それから、２５ページの文化財保護費のところが、１番の総額の文



化財保護関係事業のところが、前年と比べると３分の１ぐらいだと思うんです

けれども、これは何か、もう一当り済んだとか、どうでしょうか。 

 

生涯学習・津城跡整備活用推進担当参事 ２４年度と２５年度の文化財保護関

係の予算ですが、一番大きなのは、２４年度は多気北畠氏遺跡の用地ですね、

新しく史跡指定しました用地、建屋を含めまして、市の方で買い取りと補償を

いたしました。これが計上させていただいた一番大きなものでございます。ち

なみに、これは、国とか県から８割くらい補助金が出ておりまして、残りで市

が買い取ったというのが一番で、二つ目が、香良洲のお木曳きへの補助金が２

０年に一度ですので特別に予算を盛らせていただいたというのが２５年度には

なくなっているということです。 

 

中湖委員長 他に御質問ございませんか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 ご異議なきようですので、議案第３号 平成２５年度津市一般会 

計予算＜教委所管分＞について、原案どおり承認します。 

 

中湖委員長 それでは、次に、議案第４号、平成２５年度教育方針について、

事務局から説明をお願いします。 

 教育総務担当参事 

 

教育総務担当参事 議案第４号、平成２５年度教育方針について、説明させて

いただきます。この教育方針につきましては、津市議会定例会の開会日であり

ます２月２８日に、議場配布にて教育長が説明させていただくことになります。 

お手元に配布してあります「教育方針並びに予算説明書」をご覧ください。読

ませていただきます。 

平成２５年度の教育方針並びに教育委員会所管に係る当初予算案につきまし

て御説明申し上げます。 

尐子高齢化の進展、社会情勢の変化に伴い、教育を取り巻く環境は年々変化

し、様々な視点から教育改革の議論が行われています。また、昨年は、いじめ

や体罰が原因で命を絶つという痛ましい出来事が各地で相次ぎました。子ども

たちにとって安全で楽しいはずの学校で、何が起こったのか、様々な課題が指

摘されています。今こそ、現実と真摯に向き合い、子どもたちが安心して学び、

伸びやかに成長するために、保護者や地域から信頼される学校づくりに努める

必要があります。 



また、生活の質の向上、キャリアアップ、生きがいづくりなど生涯学習への

関心は年々高まっています。市民の皆様の多様なニーズに応え、「いつでも、ど

こでも、誰でも」学べる機会を提供できるよう公民館等生涯学習関連施設を充

実させるとともに、地域の教育力を高め、地域の特性を生かした人づくり、ま

ちづくりにつなげていく必要があります。 

津市教育振興ビジョン後期基本計画の初年度として、平成２５年度は、次の

教育施策を進めてまいります。 

津市教育委員会では、平成２３年度から輝きプロジェクト事業を実施し、各

学校・園の良さを生かした特色ある学校づくりに向け、家庭、地域及び関係団

体と協働した取組を進めた結果、地域の教育力を生かした地域ぐるみの教育が

広がっています。こうした各学校・園を支える地域での横のつながりを中学校

区での教育活動として位置づけ、さらに充実させてまいります。 

また、平成１７年度から南が丘小学校と南が丘中学校、敬和小学校と東橋内

中学校を小中一貫校に指定するとともに、すべての中学校区で保幼小中連携事

業を実施し、縦のつながりを大切にした取組を進めています。これらの取組は、

学力や学習意欲の向上、学校生活へのスムーズな適応などの成果がみられるこ

とから、小学校６年間、中学校３年間を見通した小中一貫教育を進めることと

します。まず、平成２５年度は、各中学校区で「目指す子ども像」「目指す学校

像」について熟議を重ね、保護者や地域の方々にも共通理解を得て、中学校区

単位の小中一貫教育推進方針を策定します。地域連携の横のつながりを横軸に、

小中一貫教育を縦軸に据え、「信頼される学校づくり」に取り組みます。 

今、全国的に問題となっているいじめ･体罰は、子どもたちが楽しい学校生活

を送り、学校が地域から信頼されるために、真っ先に取り組むべき課題です。 

いじめ問題につきましては、学校教育活動全体を通じて、命を大切にする心

情や相手を思いやる心、個性を認め合う力を培い、いじめを許さない仲間づく

りに取り組みます。また、早期発見、早期対応を徹底するとともに、事例をも

とにした研修会を実施し、教職員の指導力を向上させます。さらに、スクール

カウンセラー等の相談体制の充実を図ってまいります。昨年度立ち上げた、津

市こどもサポートサミットでの連携をさらに充実させ、子どもにかかわる関係

機関や保護者がともに協力し合って、子どもたちが安心して学べる環境づくり

に取り組みます。 

また、教職員による体罰という名の暴力は、児童生徒の心と身体の成長に携

わる者として、決して許されない行為であり、体罰を指導と呼ぶことがあって

はなりません。体罰禁止の趣旨を全教職員に周知徹底し、「体罰を許さない、見

逃さない」といった意識の徹底を図るとともに、万が一体罰を行った教員に対

しては、厳正な対応を行います。 

あわせて、青尐年センターや教育研究所の電話相談の中でも児童・生徒・保

護者が、体罰や教員に関係した事案等の悩みについて相談できるように周知し

てまいります。 

次に、子どもたち一人一人に応じたきめ細かな教育につきましては、特別な

支援が必要な子どもへの指導を充実させるため、引き続き専門性のある教員を

養成し、福祉関係機関や幼稚園、小中学校での支援内容・指導方法に関する情



報を引き継ぐファイルを活用し、中学校区単位による一貫した支援・指導を行

います。 

さらに、外国人児童生徒の進路・学力を保障するために、初期日本語教室「き

ずな」を拠点とした指導カリキュラムを実施するとともに、各小中学校で日本

語能力判定会議の開催を進めるなど、日本語教育支援システムを構築していき

ます。 

防災教育につきましては、昨年度実践研究した防災教育の事例や「津市避難

所運営マニュアル」を研修会等で周知し、学校が地域と連携した学習や訓練を

進めます。また、学校防災アドバイザーを中学校区単位に引き続き派遣し、学

校防災の充実を図ります。 

また、平成２４年度に導入した学校図書館情報システムにつきましては、子

どもたちの自主的・自発的な図書資料の調べ学習がすべての小中学校で可能に

なったことから、図書資料の利用状況の分析や自校にない図書の積極的な活用

に努め、子どもたちの更なる読書意欲や学ぶ意欲の向上を図ります。 

学校給食では、すべての小中学校で給食が実施されたことにより、栄養教諭・

学校栄養職員を中心に学校教育活動の中で、給食を「生きた教材」として活用

した食育をさらに進めるとともに、食物アレルギー疾患等を有する子どもたち

への対応食を充実させます。 

次に、幼児教育につきましては、教育内容を確立するために津市就学前教育

カリキュラムの作成と教職員の資質向上、並びに幼保合同保育の充実に力を入

れてまいります。 

そして、小学校教育と連動した豊かな学びにつながる質の高い教育と、多様

で柔軟な保育や子育て支援などの総合的な提供をめざして、関係部門との連携

を図りながら、新しい時代を創造する本市独自のこども園等の仕組みづくりを

進めます。 

次に、子どもたちが安心して学習できる学習環境の整備への取組です。 

学校施設の整備につきましては、これまで児童数の増加への対応として設置

してきた南が丘小学校や西が丘小学校などのプレハブ校舎については、子ども

たちの快適な学習環境を確保するため、学校運営に御協力をいただいている地

域教育委員会などの地元学校関係者と協働して学校施設の具体的なあり方につ

いて検討し、校舎の増改築など計画的な事業の推進に取り組みます。 

子どもたちの安全を確保するための耐震化事業が完了し、より快適な学習環

境を確保していくために、現在、合併２０事業の一つである一志中学校をはじ

め、神戸小学校、白塚小学校、一身田中学校の大規模改造事業等に取り組んで

いますが、早期の完成をめざし、着実に事業を推進します。 

再編合意の得られた一志地域の小学校におきましては、平成２６年４月の開

校に向けて、校舎の改修など必要な学習環境の整備等を行います。 

また、学校トイレ快適化計画に基づく学校トイレの洋式化や、老朽化した給

食設備への対応などについても、引き続き計画的に推進します。 

続いて、生涯学習の推進です。 

新中央公民館の整備につきましては、平成２５年９月のオープンをめざし、

準備を進めていきます。 



新中央公民館では、市内公民館事業の情報発信機能や総合調整機能、津市全

体の事業計画の立案などに加え、特に社会的・地域的課題を解決する力を育む

活動拠点としての整備を進めます。 

市民の学習機会を充実していくために、公民館等の生涯学習関連施設だけで

なく、地域のコミュニティ施設などを効果的に活用し、学校や高等教育機関と

連携しながら地域力の向上に努めます。また、本市の生涯学習の振興に寄与し

ている社会教育関係団体に対しては、各団体が自主的に事業活動ができるよう

支援を行います。 

また、子どもたちがいつでも、どこでも本に出会え親しむことができるよう、

子ども読書にかかわる施策、講座などを図書館に集約し、読み聞かせやおはな

し会を充実するとともに、手づくり絵本の魅力を伝えるなど、子どもが本に身

近に出会える環境づくりにつなげていきます。 

地域における人権教育については、すべての人々が安心して暮らし、つなが

りを大切にする地域づくりを進めていくために、地域人権ネットワークの構築

に取り組んでまいります。 

また、多様性に富んだ地域の人権文化の構築へとつなげていくため、地域や

各種団体との交流を積極的に進め、地域住民が主体となる人権フェスティバル

など市民提案型事業を支援します。 

次に、青尐年健全育成について申し上げます。 

青尐年の健全育成を図るため、街頭指導など非行・被害防止のための活動を

効果的に行うとともに、青尐年相談の充実や関係団体の育成など「津市青尐年

健全育成推進方針」に基づいた施策を計画的に推進します。 

放課後児童クラブにつきましては、児童数１０人未満の小規模放課後児童ク

ラブへの補助制度の拡充や、南が丘地区、香良洲地区の放課後児童クラブの建

築、千里ヶ丘地区の放課後児童クラブの公設化に向けた取組を進めるなど、子

どもたちの放課後の居場所づくりの充実に努めてまいります。 

次に、歴史的資源の保存と活用の推進です。 

市内には、伊勢本街道など６つの街道が通り、多様な文化が育まれているほ

か、国指定史跡の多気北畠氏城館跡を始めとする有形・無形の歴史的資源が数

多く残されています。 

これらの歴史的資源の保存・活用に努めるとともに、市民参加のまちづくり

事業にも生かしていけるよう、多気北畠氏遺跡については、発掘調査を実施し、

往時の姿を感じられるような史跡整備に向けた取組を進めます。 

県指定史跡の津城跡は、石垣の孕みなどによる危険箇所の石垣修復計画を作

成します。 

また、これまで入館料を徴収していた香良洲歴史資料館と美杉ふるさと資料

館の本年４月１日からの無料化により、市内の郷土資料館６館は、すべて無料

となります。今後、市内はもとより市外からの来館者も含めて、広く利用して

いただくとともに、来館者に分かりやすい展示・配置や説明などを施し、再度

訪れたくなるような親しみのある資料館となるよう努めます。 

図書館につきましては、美杉図書室のリニューアルに伴う蔵書冊数の拡充を

はじめ、市民の皆様のニーズに応えられるよう、引き続き蔵書や図書館資料の



充実を図るとともに、市ホームページ上からの貸出期間の延長サービスや古文

書の電子化など、新たなサービスを実施していきます。 

続きまして、歳出第１０款中、教育委員会の所管に係る平成２５年度予算に

つきまして、その概要を御説明申し上げます。 

平成２５年度の当初予算規模は、１０９億３３４万２千円で、平成２４年度

予算額と比べますと、８．３％の増となります。この増額の主な理由は、一志

地域の小学校再編に伴う校舎等の改修工事や小中学校の施設老朽化による計画

的な大規模改造工事等によるものであります。 

教育総務費は、職員の人件費をはじめ、児童生徒の学習支援として配置する

特別支援教育支援員等の賃金やスクールカウンセラーの謝金のほか、通学通園

対策事業に係るバス車両購入費、給食センターの管理運営経費などであります。 

小学校費及び中学校費は、小中学校の管理運営経費をはじめ、高岡小学校や

一身田中学校などの学校施設維持補修に係る工事請負費等のほか、就学援助に

係る扶助費、新たに小学４年生に実施する心電図検査に係る手数料などでござ

います。 

幼稚園費は、幼稚園の管理運営経費をはじめ、幼稚園施設維持補修に係る工

事請負費のほか、私立幼稚園就園奨励補助金に係る経費などでございます。 

社会教育費は、中央公民館移転に伴う公有財産購入費をはじめ、ＰＴＡ等社

会教育団体や放課後児童クラブへの補助金のほか、教育集会所や図書館などの

管理運営に係る経費でございます。 

教育振興ビジョンの後期基本計画のスタートにあたり、教育委員会委員が地

域に伺い、津市の教育のあり方について語り合う機会を積極的につくっていき

ます。また、教育長といたしましても学校現場に出向き、保護者や教職員と具

体的な教育課題について共に考え、議論し実効ある施策を実施することにより、

「夢をもち、国際社会に生きる自立した元気な人づくり」に取り組んでまいり

ます。 

以上で説明を終わります。宜しく御審議のほどお願いします 

 

中湖委員長 ありがとうございました。説明は以上ですが、御質問等ございま

せんか。 

 

坪井委員 本当にありがとうございました。文章で作り上げるというのは大変

だったと思います。ただ、確認とか、質問させていただきたいのですが、この

流れは先程の予算との裏付けで設備費が中心で、ソフト面のところは、柔らか

い形できているのかなという読み方をさせていただきました。まず、２ページ

のところで、「尐子高齢化の・・昨年は、いじめや体罰が原因で命を絶つとい

う痛ましい出来事」というふうに書いてあるのですが、津の教育委員会として

は、大津市や奈良市の今回の自殺は、いじめや体罰が原因で命を絶ったという

ふうに解釈していることになるわけですが、その解釈でいいのですね。それが

いいとか悪いとかいう意味ではなくて、そういうことをメッセージとして出し



ているということですから、大津市のは原因はそうだというふうに津市として

は考えているということでいいのですね。それから、真ん中の教育活動の推進

の前で、「津市教育振興ビジョン後期基本計画の初年度として、次の」という

のがあるのですが、そうすると、前期までの総括みたいなものを書く必要がな

いのか。それとも、前のところが総括なのか。急に後期の初年度としてと書い

てあったので、それまでの前期の総括をどう受けて、どう読んだらいいのか教

えていただきたい。それから、輝きプロジェクト事業の場合、取り組んできた

ことなどを横のつながりである地域とつながってきて、あと南が丘とか東中敬

和が取り組んできたことなどを整理しながら、今度は縦軸としての小中一貫教

育をこれから進めていくのかなと思いました。このあたりをできるだけ、鮮明

にアピールできるよう、輝きプロジェクト事業などの成果を活かしながら、考

えられたら、なぜ小中一貫教育をやっていくのかというイメージが伝わってく

るのかなと思います。それから、その、「今、全国的に問題になっているいじ

め・体罰は」と書いてあるのですが、今、全国的に問題となっているいじめ・

体罰は課題です。というのは、主語と述語の関係から言っておかしいです。い

じめ・体罰が課題ではなく、いじめ・体罰を撲滅するとか、対応することが課

題というようなことではないのかなと思います。「いじめ・体罰が課題」とい

ういい方は、つながりにくいと思います。それと、「全国的に問題となってい

るいじめ」というのが、何となく教育委員会の立場として、評論家的な言い回

しのようで、新聞記事が書くのはいいのかもしれないけれども、教育に携わる

者が、何か人事のようにとられてしまうようにならないように、表現を変えた

方がいいのかなと思います。「全国的に問題となっている」という言い回しが

尐し気になりました。あと、もうひとつは、いじめと体罰が一緒くたになって

いるのですけれども、いじめや不登校という並びなら分かりますが、いじめは

どちらかというと児童生徒の中、体罰というのは教員の側です。書く上でこう

なっちゃうと思うのですけれども、何となく一緒ではないような気がするんで

すよね。何かその辺はうまく整理して書けるといいのかなと。それから３ペー

ジです。「決して許されない行為で等々」で、「体罰は許さない」と書いてあ

るのですけれども、その中で、「万が一体罰を行った教員に対して」ていうの

は、あってはならないと読んでいる者にとって、万が一というのは、無くたっ

ていいんじゃないかなて思います。それから、「厳正な対応を行います」とい

うのは、ここで、書いておいたらいいと思うのですが、具体的にどういうこと

をやるのか、対応するのか、厳正な対応とはどういうものか。書いたからには

何か対応策があるんだなと問われると思うので、具体的に、考えておいて欲し

いと思います。その時の万が一だと思うんですけれども。あと、特別支援教育

のところですが、結果的には「中学校区単位による一貫した支援・指導を行い



ます」というのであるならば、小中一貫教育の中の枠組みのひとつとして、特

別支援教育とか人権教育というのも入り込んでいるのではないか。小中一貫教

育を前半に書いていて、ここでも中学校区でというのじゃなくて、小中一貫教

育の中で、こういう特別支援教育もやっていくという流れになるといいかなと

いう感じがしました。最後「教育施策推進に向けて」のところで、教育ビジョ

ンのスタートにあたって、「教育委員会委員が地域に伺い、津市の教育のあり

方について語り合う機会を積極的につくっていきます」というのは僕も大賛成

というか、すべきことだと思うのですけれども、後期基本計画のスタートにあ

たって、教育委員会委員が地域という記述がちょっと唐突だと思います。要す

るに、施策を推進するために教育委員会がそういうことをしますということだ

と思うのですが、何かスタートにあたって、教育委員が地域に行くまでに、や

るべき事があるのではないか。それから、積極的につくっていくと言うからに

は、ここだけ形容詞が積極的とあるので、これは僕らが考えなければならない

問題なんですけれども、じゃあどんな事をするんですかと問われた時に、何か

持ち札みたいなものを持っているのかどうか、伺いたいと思います。本当にき

ちんとまとめて書いていただきましたので、あえて感想を述べてみました。 

 

中湖委員長 それでは、答弁はどうしていただきましょうか。質問のあった順

番でいきますか。 

 教育研究支援課長 

 

教育研究支援課長 「昨年は、いじめや体罰が原因で命を絶つという痛ましい

出来事が各地で相次ぎました。」これ、どこのというわけではないんですけれ

ども、そういうふうに伝わる懸念があるのであれば、もう尐し文言を。 

 

教育長 大津市は、第三委員会の結果が出ましたね。検証結果で一応認めまし

たから、いいのかなと。それから、高校の場合の体罰もそれで教員が解雇され

ましたね。そういう意味で、一応、その事件ばかりではないんですけど、大き

く子ども達の自殺の原因として大きく取り上げられた事件については、ほぼそ

ういう結果が出たというふうに客観的に見させていただいて、表現を選択した

んですけれども、ちょっと強烈であれば、尐し表現を変えればいいのかなと思

うんですけれども、はっきりそういうふうに出ましたので、もうそうやってと

らえて書かせていただいていますけれども。 

 

坪井委員 僕も、いろんな見方があるので、それに対してもやっぱりいいです

よと言い切ると決めたら決めたらいいし、そこのへんの言い切りというのは共



通理解をはかれたらよいと思います。 

 

教育長 それからですね、後期基本計画の初年度とか、はじめの前段のところ

や、最後の締めくくりに使わせていただいたのは、今回後期基本計画をご審議

いただくように議会に上程していますので、それをもとに最初のスタートの年

だということを強調したという意味です。 

 

中湖委員長 議会の時に、教育長から教育方針を説明してもらうんですか。 

 

教育長 私がこれを、読み上げます。そして、大体、この３月議会の一般質問

が、この中の言葉が問題になりますので、小中一貫についても、詳しく質問が

出るだろうなということを想定して、書いてあります。限られた紙面ですので。 

 

中湖委員長 それから、南が丘小学校・中学校、敬和、東橋内中学校これの質

問をされましたが、これはどうですか。 

 

教育研究支援課長 書きっぷりが鮮明にアピールできるように、御意見おあり

でしたら、またヒントを与えていただけるとありがたいなと思います。 

 

中湖委員長 これは、いつまでですか。もう１週間以内ですわね。 

 

教育長 もう仕上げたいんですが、小中一貫についてですけれども、１年かか

って議論をして、鮮明にしていくんで、あんまり細かく書き込むだけの予算の

裏付けもございませんし、逆に細かく書けない。ですから、小中一貫に至る過

程みたいなものをちょっと書かせていただいたので、一般質問で、いろいろ出

てくれば、その時に具体的にお答えしようかなということで、流れをここへ書

かせていただいたんですが、いかがでしょうか。 

 

中湖委員長 それから、万が一体罰を行った教員に対して、厳正な対応を行う

と、これはどうですか。 

 学校教育課長 

 

学校教育課長 全国的に問題になっているいじめ・体罰は課題ですというよう

なことで、これは、人事のような言い回し及び、体罰は課題というとらえ方が

されるということと、いじめと体罰が一緒になって使われているという質問で

すが、例えば、「今、全国的になっているいじめ・体罰の防止は」と、いう言



葉を入れてみたり、その次に、「本市においても、子どもたちが楽しい学校生

活をより」、という文章のつながりをさせていただくとそういうあたりが尐し

解消されるのかなとも思いますが、いろいろまた、考えさせていただきたいと

思います。いじめと体罰というのが一緒というのは、ここにはひとつにしてご

ざいますが、その次から、いじめと体罰が、やはり子どものことと教職員のこ

とで違いますので、いじめのことと、教職員の体罰のことが分けて記載をさせ

ていただいてあります。こうしたことで御理解いただけたらと思っています。

それから、その続きの方で、体罰の終わりの方の文章ですが、万が一体罰を行

った教員に対しては、というところで、この万が一というのは、無くても良い

のではというお話がございましたが、あってはならないというものでございま

すので、あえてこの言葉を入れさせてはいただいたところです。それから、厳

正な対応ということなんですが、懲戒処分を含めまして、いろいろな指導を行

いたいという内容でございます。 

 

中湖委員長 さらに、５ページの特別支援教育、このことについてもお願いし

ます。 

 

教育研究支援課長 特別支援教育は、２３年度からの流れがありここに特出し

がしてあります。中学校区によっては、特別支援教育が大きな切り口になると

いうか、これを柱にする校区が出てくることも考えられるんですけれども、こ

れは去年からの流れで、スプラウトトレーニングというのを中学校区でとにか

く中学校区では大きな課題にはなっていますので、特別に出しておいた方がい

いのかなと思っています。また、小中一貫教育の中へ入れるとまたその先程の、

来年度一年間準備を進める中で出てくる可能性もあるんですけれども、ここは、

特別支援教育とそれから後の「きづな教室」とも合わせて、課題であると考え

ていますので、ここに置いておきたいというのが担当課としての思いなんです

が。再度検討させてください。 

 

坪井委員 私は別に、一緒に書いてくださいということではなくて、特出しで

結構です。ここの特色ですから。ただ、小中一貫教育の前段で書いてあるとこ

ろの、あの流れの中でやっていくものでしょうねという、だから小中一貫教育

は来年度以降また進めていくので、この特別支援教育もその中で全体で協議を

していきたいと思いますと、そういう意識付けでいたらいいんですね。 

中湖委員長 それではもう１件、１４ページの「後期基本計画のスタートにあ

たり」のところですね。これは、教育長、答えていただくんですか。「機会を

積極的につくっていきます。」のところ。 



 

教育長 そうですね。こないだちょっと前々回の時に、ご了解はいただいたん

ですけど、まだ具体的に、全てのとか、何回とかは考えてないんですが、今ま

でないことですので、積極的にという言葉が入っているんですけれど。 

 

石井委員 これを読ませていただいて、感じたことを言わせていただきます。

前の資料で確認しましたので、もしかするとページ等が違うかもしれませんが、

まず、最初の方からなんですが、「昨年は、いじめや体罰が原因で命を絶つ」

と、ストレートにここ、先程坪井委員も言われたんですが、ここには子どもが

命を絶つという痛ましい出来事、というように「子どもが」というふうに入れ

なくてもいいでしょうか。それと、その後の「今こそ、現実と真摯に向き合い」

という、この現実の部分がちょっと分かりにくんですけれども、「現実」とい

う言葉だけでいいのか。次が、「また、生活の質の向上、キャリアアップ、生

きがいづくり」とありますが、この「生活の質の向上」というのも非常に全て

の人が求めていることではありますが、どういうことが生活の質の向上なのか、

そこを狙って生涯学習が取り組んでいるという面で、この生活の質の向上の説

明が尐し不足ではないかなと思いました。あと、地域の流れ、その文章の流れ

で「地域の特性を生かした人づくり」これももうそろそろ前期の活動の中で、

ここの部分をもう尐し具体的に書いてもいいのではないかなと感じました。こ

れが２ページです。次の、３ページなんですが、教育活動の推進で、「家庭、

地域及び関係団体と協働した取組を進めた結果」というふうに、結果というふ

うに言っているんですけれども、そのことによって、なったのかどうかその結

果によってこういうふうになったのかどうか、言い切っていいのかなというこ

とで、進めたことによりなのか、進めた結果なのかその言葉遣いのところで、

言い切っている部分があるのでこれでいいのかなというふうに思いました。４

ページですが、「地域の連携の横のつながりを横軸に」ですね、小中一貫の軸

を縦軸と非常に分かりやすく書いてあるんですけれども、地域の横のつながり

で、横という言葉を抜いてしまうと、つながらないですかね。横、横ってつな

がるので、そこは私が言える事ではないんですけれども、つながりを、横のつ

ながりをというこの横の言葉が、尐し気になりました。次がいじめ問題につい

てのところなんですけれども、「いじめを許さない仲間づくりに取り組みます。」

という、この仲間づくりも非常に分かりづらいなと、いじめを許さない人間関

係づくりというか、そういう力を、仲間をつくる力を育てるとかだったらいい

んですけれども、なんだかこの仲間づくりの言葉も、分かりにくいなと感じま

した。それと、９ページの図書館のところなんですが、真ん中より下のところ

で、「手づくり絵本の魅力を伝えるなど」というふうにあるんですが、これも



手づくり絵本の活動で、申し込んでくださる方がたくさんいるんですけれども、

この手づくり絵本の魅力とは何かというところで、ここも非常に分かりにくい

なと思いました。それと１０ページの上ですけれども、「多様性に富んだ地域

の人権文化の構築へとつなげていく」あの、すみません、私これが尐し分かり

にくかったんですけれども、また説明していただければなと思います。以上で

す。 

 

中湖委員長 一番初めの「昨年は、いじめや体罰が原因で命を絶つという痛ま

しい」この１番は、答えていただくんですかな。これはまた、表現を変えて、

検討してくださいということなんですね。 

 

石井委員 はい。そうです。 

 

中湖委員長 そしたら、そのようにお願いします。 

 ２番目の「生活の質の向上」この部分も、それでよろしいか。十分検討して

もらって、表現をちょっと変えてもらうと。 

 

教育長 すみません。検討はさせていただきますけれども、そのままになる可

能性もあるので、というのは、生涯学習の目的のところによくこの言葉が使わ

れていますので、これ以外の言葉で、同じようなことを表現するというのはち

ょっと、あの研究はさせていただきますけど、結果あんまり変わらなかったら

すみません。限られた紙面の中で全てのことを言い尽くさなければなりません

ので、これはこういう意味です、これはこういうことなんですということを説

明しているととてもこれだけの文章に収まらないことがあって、よく国の方が

発表したりしている、そういう文言の中から大体共通に使われている言葉を拾

わせていただいているので、一度研究はさせていただきます。 

 

中湖委員長 それでは３番目の地域の教育力、それから、４番目の地域関係団

体ですね。これもまた、御検討いただくということでお願いします。 

 

教育研究支援課長 結果だけ言わせてください。「家庭、地域及び関係団体と

協働した取組を進めた結果」これはもう歴然と、輝きプロジェクトで地域連携

の仕組みをつくるようにしましたので、これは明らかに結果ですので、このま

まで、いきたいと考えます。次の「横の横軸」は、ちょっとだぶるかなかと、

ここら辺はちょっと文言を精査させてください。 

 



中湖委員長 それから、「いじめを許さない仲間づくり」ですね。 

 

教育研究支援課長 これもまた。 

 

中湖委員長 それから、７番目の「手づくり絵本の魅力」、これもまた文章の

表現を十分検討していただくということでよろしいですね。 

 それから、説明いただくのは、１０ページの「多様性に富んだ地域の人権文

化の構築へとつなげていくため」、そこの説明をお願いします。 

 

人権教育課長 それぞれの地域で、それぞれの取組があってですね、それを他

と比べるとですね、その特色でいろいろ形があって、人権フェスティバルの取

組みについても、こういう団体が入っていたりとか、こういう表現があったよ

とか、いろんな表現をして多様性に富んでいるので、そういう人権文化が地域

地域でできればいいなというような表現を、ちょっと表現がくどいのかという

気もしますので、表現については検討させていただきたいと思います。意味と

してはそういう意味です。 

 

中湖委員長 宜しくお願いします。他に御質問等ございませんか。 

 

松本委員 教育方針ていうところの、受け取り方がちょっと間違っていたら申

し訳ないんですが、学校教育の中で子どもさんにどういう教育をするかという

ことと、生涯教育で市民の方にどういうサービスを提供するかということが中

心かなと思ったんですが、２５年度の教育方針で、教育行政全般に関わること

ももし書けるのであれば、２４年度に起きた大きな出来事を反映してというこ

とになると、管理職を含めた先生方に対するサポートみたいなことを２５年度

はかなり意識して、されていくと思うんですが、そこらへんは何か書く必要と

いうか、ないでしょうか。 

 

学校教育課長 管理職や教員へのサポートということについて、この教育方針

へ記載をしたらどうかという御指摘をいただいたんですが、確かに今年度そう

いうサポートは必要だということで、青尐年サポートセンターの相談員に学校

を回るということを年度の途中からさせていただいて、今、そういう相談がで

きるような状態になっているところでございます。これも大変大事な取り組み

ではあると思っておりまして、そういう、管理職が相談しやすい環境は平成２

５年度も継続しなければならないと考えているところですが、教育方針という

ところに載せるのは、いかがなものかと考え、記載はさせていただいておりま



せん。 

 

松本委員 教育方針というのが、どの範囲で書くものなのか、ちょっと分から

なかったので。 

 

教育長 自分たちのことなので、遠慮したんだと思います。 

 

中湖委員長 １３ページの真ん中へんで「就学援助に係る扶助費、新たに小学

校４年生に実施する心電図検査」というのは、これは、小学校４年生だけやっ

たんですか。 

 

学校教育課保健・給食担当副参事 心電図検査については、学校保健安全法で、

津市の場合は小学校１年生と、中学校１年生について実施はしておるんですけ

れども、やはり、子どもの命を守るという重要な課題がありますのでそれを受

けて、４年生でももう一度その間に、小学校１年生と中学校１年生の間で３年

おきに検査ができるようにということでなっています。 

 

中湖委員長 他に御質問ございませんか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 ご異議なきようですので、議案第４号 平成２５年度教育方針に 

ついて、原案どおり承認します。 

 

中湖委員長 それでは、次に、議案第５号、津市立学校設置条例の一部の改正

について、事務局から説明をお願いします。 

 学校教育課長 

 

学校教育課長 議案第５号、津市立学校設置条例の一部の改正について、説明

させていただきます。資料２枚の用紙を御覧ください。津市立学校設置条例の

一部を改正する条例を提出したいと考えております。津市立学校設置条例の一

部第２条第１号の表中に津市立大井小学校、津市立波瀬小学校、津市立川合小

学校、津市立高岡小学校それぞれ住所地も記載されておりますが、それを津市

立一志東小学校、それから津市立一志西小学校、住所地はそのとおりでござい

ます。に、改めると。附則としてこの条例は、平成２６年４月１日から施行す

るというふうになっております。３枚目のプリントを御覧ください。今回の学



校設置条例の一部の改正につきましては、平成２２年から進めて参りました、

一志地域小学校の再編の取り組みにつきまして、議案提出の上、校名を決定し、

平成２６年４月の再編に向けた具体的な取り組みを進めていこうとするもので、

平成２６年３月３１日付けで津市立大井小学校、津市立波瀬小学校、津市立川

合小学校、津市立高岡小学校をそれぞれ廃止し、平成２６年４月１日付けで、

現在の川合小学校と現在の高岡小学校の地において新たに津市立一志東小学校

と、津市立一志西小学校を設置することから、条文の整備を行うものでありま

す。御審議のほど宜しくお願いいたします。 

 

中湖委員長 ありがとうございました。説明は以上ですが、御質問等ございま

せんか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 ご異議なきようですので、議案第５号 津市立学校設置条例の一 

部の改正について、原案どおり承認します。 

 

中湖委員長 それでは、次に、議案第６号 津市就学指導委員会条例の一部の

改正について、事務局より説明をお願いします。 

 教育研究支援課長 

 

教育研究支援課長 議案第６号 津市就学指導委員会条例の一部の改正につい

て、説明させていただきます。資料を御覧ください。津市におきましては、津

市就学指導委員会条例というのがございまして、それに基づいて設定されまし

た委員会によりまして、障がいのある幼児一人一人に応じました就学先につい

て審議、判定を実施して参りました。その際、相談員を各保育所ですとか、幼

稚園または自宅に派遣しまして、子ども一人一人の実態を把握それから、保護

者の思いをしっかり聞き取りまして、教育相談等をとおして、全ての保護者の

同意のもと地域の小学校または、特別支援学校小学部に入学するというような

手続きを行って参りました。この本委員会では、就学指導という名称に関して、

委員会の中でも、話題となりまして、保護者からみると、就学先、就学に関し

て指導を受けるという誤解を生じさせるのではないかという観点から、改正も

必要ではないかという課題を持ってまいりました。この委員会においては、従

前から上から下に指導するというのではなくて、従前から、就学先決定時だけ

ではなくて、早い内から、教育相談も含めて一貫した支援に重点を置く取り組

みを実施して参りましたことから、活動内容と名称の整合性を図るという意味



で、名称、それから所掌事項についての条例の改正を行いたいと考えました。

また、平成２４年７月に中央教育審議会初等中等教育分科会でも、特別支援教

育の在り方に関する特別委員会から、現在多くの自治体に設置されている就学

指導委員会を就学先決定時のみならず、いろんな相談、早期からの教育相談も

含めた、一貫した教育に重点を置くという観点から、教育指導委員会といった

名称とすることが適当であるとの報告もなされています。そういったことから、

特に資料の３ページを御覧いただくと分かりますように、津市就学指導委員会

条例の第１条の「就学指導を」という部分を「就学支援等の教育支援を」行う、

それとそれから就学指導委員会の名称を「津市教育支援委員会」とする。第２

条の「就学の指導」の文言を「就学支援」、同じく第７条も「就学指導」を「教

育支援」というふうに改めたいと考えております。それから、１ページにござ

いますように、これは平成２５年４月１日から施行したいと考えております。

まず、この就学指導委員会、これまでの改正前の就学指導委員会条例の規定で

委嘱されました委員さん、任命されています津市就学指導委員会の委員である

方につきましては、任期が終了するまでの間、２５年以降、改正後の津市教育

支援委員会条例の規定で委嘱され、又は任命されている津市教育支援委員会の

委員とみなしたいと考えております。改正後にはこの改正された条例に基づい

て実施したいと考えております。説明は以上です。宜しく御審議のほどお願い

します。 

 

中湖委員長 ありがとうございました。説明は以上ですが、御質問等ございま

せんか。 

 

各委員 異議なし。 

 

中湖委員長 ご異議なきようですので、議案第６号 津市就学指導委員会条例 

の一部の改正について、原案どおり承認します。 

 

 


